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【 は じ め に 】  

本 県 で は 、 衛 生 的 な 鶏 卵 の 生 産 体 制 を 推 進 す る た め 、 消 費 ・ 安 全

対 策 交 付 金 事 業 の 鶏 卵 衛 生 管 理 体 制 の 整 備 で 採 卵 養 鶏 場 の サ ル モ ネ

ラ モ ニ タ リ ン グ 検 査 を 毎 年 実 施 し て い る 。  

1998 年 度 ～ 2005 年 度 ま で の 検 査 成 績 に つ い て は 、 山 本 ら が 報 告

し た 1 ）。2008 年 度 と 2009 年 度 は デ ー タ 不 明 の た め 、今 回 2010 年 度

～ 2023 年 度 ま で の 管 内 採 卵 養 鶏 場 に お け る サ ル モ ネ ラ 検 査 成 績 を

と り ま と め 、 分 離 状 況 を 分 析 し た の で 報 告 す る 。  

【 方 法 】  

管 内 24 採 卵 養 鶏 場（ A～ X）に お い て 、原 則 と し て 最 も 古 い 鶏 群 及

び そ の 飼 養 場 所 を 対 象 と し 、鶏 卵 、盲 腸 便（ 3 個 以 上 ）及 び 環 境 ス ワ

ブ を 採 材 し た 。ま た 、GP セ ン タ ー（ Y）に つ い て は 環 境 ス ワ ブ を 採 材

し た 。 環 境 ス ワ ブ は 、 床 、 集 卵 ベ ル ト 、 換 気 扇 、 ネ ス ト 、 給 餌 器 、

給 水 器 、 前 室 及 び GP セ ン タ ー 内 を 滅 菌 生 理 食 塩 水 を 浸 し た 滅 菌 ガ

ー ゼ で ふ き 取 っ て 採 材 し た 。 検 査 材 料 は 、 ハ ー ナ テ ト ラ チ オ ン 酸 塩

基 礎 培 地 に て 41.5℃ 、 24 時 間 、 鶏 卵 は ト リ プ ト ソ イ ブ イ ヨ ン に て

37℃ 、24 時 間 増 菌 培 養 後 、ノ ボ ビ オ シ ン 加 DHL 寒 天 培 地 で 37℃ 、24

時 間 分 離 培 養 し た 。 そ の 後 、 サ ル モ ネ ラ が 疑 わ れ る コ ロ ニ ー に つ い

て 、DHL 寒 天 培 地 で 37℃ で 24 時 間 培 養 し 、生 化 学 性 状 を 確 認 後 、サ

ル モ ネ ラ 免 疫 血 清 を 用 い て 血 清 型 を 同 定 し た 。  

【 結 果 】  

（ 1） サ ル モ ネ ラ 分 離 陽 性 農 場 の 割 合  

結 果 を 表 1 に 示 す 。 年 度 別 の 分 離 陽 性 農 場 の 割 合 は 0～ 28％ で あ

っ た 。ま た 、2010 年 度 ～ 2013 年 度 ま で 毎 年 分 離 さ れ て い た が 、2014

年 度 以 降 、 分 離 陽 性 農 場 数 は 0～ 1 戸 で 推 移 し た 。  

（ 2） 農 場 別 の サ ル モ ネ ラ 分 離 の 有 無  

結 果 を 表 2 に 示 す 。サ ル モ ネ ラ は 、農 場 A、D、H、K、L、Q、R、T、

U の 9 戸 及 び GP セ ン タ ー か ら 分 離 さ れ 、 農 場 D、 K、 U の 3 戸 と GP

セ ン タ ー で は 2010 年 度 ～ 2013 年 度 ま で 連 続 し て 分 離 さ れ て い た 。

2014 年 度 ～ 2016 年 度 は 分 離 さ れ ず 、 2017 年 度 以 降 は 単 発 的 に サ ル

モ ネ ラ が 分 離 さ れ た 。 農 場 Q と R は 2011 年 度 に 、 農 場 T は 2012 年

度 に 、農 場 W は 2010 年 度 に 、農 場 U は 2010 年 度 ～ 2012 年 度 に サ ル

モ ネ ラ が 分 離 さ れ た が 、 そ の 後 廃 業 と な っ た 。  

（ 3） 分 離 サ ル モ ネ ラ の 血 清 型  

調 査 期 間 中 、サ ル モ ネ ラ は 10 農 場 か ら 97 株 分 離 さ れ 、こ の う ち 、

約 90%の 87 株 は 2013 年 度 ま で に 分 離 さ れ て お り 、 2014 年 度 以 降 は



10 株 分 離 さ れ た 。  

分 離 サ ル モ ネ ラ の 血 清 型 は 、 分 離 株 数 が 多 い 順 に Salmonella 

Cerro（ 20 株 ）、S.Infantis（ 15 株 ）、S.Braenderup（ 14 株 ）、S.Agona

（ 12 株 ）、S.Orion（ 9 株 ）、S．Vircho w(6 株 )、S．Mbanda ka（ 5 株 ）、

S.Enteritidis（ SE 、4 株 ）、S.Derby（ 2 株 ）、S.Saintpa ul（ 2 株 ）、

S.Tenessee（ 2 株 ）、S.Hadar(2 株 )、S.Senftenburg(1 株 )、S.Liverpool

（ 1 株 ）、 S.Corvalis（ 1 株 ）、 H 型 別 不 明 （ 1 株 ） で あ っ た 。  

各 農 場 に お け る 分 離 サ ル モ ネ ラ の 血 清 型 を 図 1 に 示 し た 。 D、 K、

U の 3 農 場 と Y（ GP セ ン タ ー ）に お い て 、2010 年 度 ～ 2013 年 度 ま で

に Salmonella Braenderup や S.Cerro、 S.Agona な ど 同 一 種 類 の 血

清 型 が 連 続 し て 分 離 さ れ て い た 。 2013 年 度 以 降 廃 業 と な っ た 農 場 Q

～ W 及 び Y（ GP セ ン タ ー ）で は 、2010 年 度 ～ 2012 年 度 ま で に サ ル モ

ネ ラ が 分 離 さ れ て い た 。  

農 場 D で は 、2010 年 度 ～ 2013 年 度 ま で 、盲 腸 便 お よ び 環 境 ス ワ ブ

か ら サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ て い た が 、2014 年 度 以 降 は 連 続 し て 分 離

さ れ る こ と は な く 、 2017 年 度 に S.Mbandaka、 2023 年 度 に H 型 別 不

明 の O4 群 の サ ル モ ネ ラ が そ れ ぞ れ 環 境 ス ワ ブ か ら 分 離 さ れ た 。 農

場 K で は 、 2014 年 度 以 降 サ ル モ ネ ラ は 分 離 さ れ な か っ た 。  

農 場 A で は 、 2013 年 度 に GP セ ン タ ー か ら S.Virchow が 、 2022 年

度 に 前 室 か ら S.Infantis が 分 離 さ れ た 。 農 場 H で は 、 2020 年 度 に

床 か ら S.Saintpaul が 、農 場 L で は 、2019 年 度 に 給 水 器 、給 餌 器 か

ら SE が 分 離 さ れ た 。  

（ 4） 各 材 料 か ら の サ ル モ ネ ラ 分 離 率  

結 果 を 表 3 に 示 す 。 調 査 期 間 中 、 ネ ス ト 及 び 生 産 卵 か ら サ ル モ ネ

ラ は 分 離 さ れ な か っ た 。 床 、 集 卵 ベ ル ト 、 換 気 扇 な ど 外 部 環 境 に 近

い 箇 所 で は 、 12％ 、 7％ 、 5％ と 他 の 材 料 よ り も 高 い 分 離 率 と な っ て

い た 。  

【 考 察 】  

年 度 別 の サ ル モ ネ ラ 分 離 陽 性 農 場 の 割 合 は 、 過 去 の 調 査 1 ） で は 9

～ 50％ で 推 移 し て い た が 、今 回 の 調 査 で は 0～ 28%と 大 き く 減 少 し て

い た 。ま た 今 回 の 調 査 期 間 中 、サ ル モ ネ ラ は 97 株 分 離 さ れ た が 、過

去 の 調 査 1 ）で は 409 株 分 離 さ れ て お り 、分 離 株 数 は 大 き く 減 少 し て

い た 。こ の 理 由 と し て 、2004 年 に 制 定 さ れ た 飼 養 衛 生 管 理 基 準 に よ

る 衛 生 管 理 の 向 上 が 考 え ら れ た 。  

分 離 サ ル モ ネ ラ の O 群 型 別 割 合 は 、 今 回 、 O7 群 （ S.Infantis、

S.Braenderup、 S.Mbandaka、 S.Teness ee、 S.Virchow）が 43.3%と 最

も 多 く 、過 去 の 調 査 で も O7 群 の 割 合 が 最 も 多 く 、同 様 の 結 果 で あ っ

た 。09 群（ SE）の 割 合 は 今 回 4.1%で あ り 、過 去 の 調 査 1 ）の 13.4%に

対 し 、半 分 以 下 に 減 少 し た 。こ の 理 由 と し て 、SE ワ ク チ ン 接 種 鶏 の

導 入 が 考 え ら れ た 。  



農 場 D と K で は 、 2010 年 度 ～ 2013 年 度 ま で は 毎 年 サ ル モ ネ ラ が

分 離 さ れ て い た が 、2014 年 度 以 降 、毎 年 連 続 し て 分 離 さ れ る こ と は

な く な っ た 。こ の 理 由 と し て 、2013 年 頃 に サ ル モ ネ ラ ワ ク チ ン 接 種

鶏 を 導 入 し た た め 、 分 離 率 が 減 少 し た と 考 え ら れ た 。  

農 場 L で は 、 2019 年 度 に 給 餌 器 及 び 給 水 器 か ら SE が 分 離 さ れ て

い た 。当 該 農 場 で は 、2005 年 度 に 盲 腸 便 か ら サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ 、

そ の 後 SE ワ ク チ ン が 接 種 さ れ て い た 1 ）。こ の こ と か ら 、今 回 、環 境

ス ワ ブ か ら SE が 分 離 さ れ た が 、 盲 腸 便 か ら 分 離 さ れ な か っ た と 考

え ら れ た 。  

今 回 の 調 査 で 、 2013 年 度 ま で と 2014 年 度 以 降 で 異 な る サ ル モ ネ

ラ の 分 離 傾 向 が み ら れ た 。2013 年 度 ま で は 、サ ル モ ネ ラ 分 離 戸 数 及

び 株 数 が 多 く 、同 一 農 場 か ら 連 続 し て 分 離 さ れ る ケ ー ス が 多 か っ た 。

ま た 、 サ ル モ ネ ラ は 、 盲 腸 便 と 環 境 ス ワ ブ か ら 分 離 さ れ た 。 そ れ に

対 し 、2014 年 度 以 降 は 分 離 戸 数 及 び 株 数 は 少 な く 、異 な る 血 清 型 が

単 発 的 に 分 離 さ れ 、 環 境 ス ワ ブ か ら の み サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ た 。       

2014 年 度 以 降 サ ル モ ネ ラ 分 離 戸 数 及 び 株 数 が 減 少 し た 理 由 と し

て 、分 離 陽 性 農 場 の 廃 業 や サ ル モ ネ ラ ワ ク チ ン 接 種 鶏 の 導 入 2 , 3 ）、飼

養 衛 生 管 理 の 改 善 が 考 え ら れ た 。 し か し 、 各 材 料 か ら の サ ル モ ネ ラ

分 離 率 は 床 、 集 卵 ベ ル ト 、 換 気 扇 等 外 部 環 境 に 近 い 箇 所 で 高 い こ と

か ら 、 衛 生 管 理 が 不 徹 底 で あ る と 考 え ら れ た 。  

現 在 、 管 内 採 卵 養 鶏 場 の 約 6 割 が サ ル モ ネ ラ ワ ク チ ン を 接 種 し て

い る が 、 ワ ク チ ン 接 種 の み で は サ ル モ ネ ラ を 排 除 す る こ と は で き な

い と 考 え る 。 衛 生 的 な 鶏 卵 生 産 の た め に は 飼 養 衛 生 管 理 基 準 の 遵 守

の 徹 底 が 最 も 重 要 で あ り 、 今 後 も 指 導 及 び モ ニ タ リ ン グ 検 査 を 実 施

し て い く 。  
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年度 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

調査戸数
17

GP１
17

GP１
16

GP１
14

GP１ 12 9 9 10 11 9 11 4 5 6

陽性戸数 1 5 1 3 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1
陽性率 6% 28% 6% 20% 0% 0% 0% 10% 0% 11% 9% 0% 20% 17%

表1：サルモネラ分離陽性農場の割合 表2：農場別サルモネラ分離の有無

－：分離されず NT：実施せず

空欄：廃業

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
A － － － ＋ － NT NT NT － NT － － ＋ NT
B － － － － － － － － NT － NT － － －
C NT NT NT NT NT NT NT NT － NT － NT － －
D ＋ ＋ ＋ ＋ － － － ＋ － NT － NT － ＋

E － － － － － － － － － － － － － －
F NT NT NT NT － － － － － － － － NT NT
G － － － － － － － － NT NT － NT NT NT
H － － － － － － － － NT NT ＋ NT NT NT
I NT － － － － － － － － － － NT NT NT
J NT NT NT NT NT NT NT － － NT － NT NT NT
K ＋ ＋ ＋ ＋ － － － － NT － － NT NT NT
L － － － － － NT NT NT － ＋ － NT NT NT
M － － － － NT NT NT NT － － NT NT NT NT
N NT NT NT NT NT NT NT NT NT － NT NT NT NT
O NT NT NT NT NT NT NT NT － － NT NT NT NT
P － － － － － － － －
Q － ＋ － － －
R － ＋ － －
S － － － －
T － － ＋
U ＋ ＋ ＋
V － － NT
W ＋
X NT NT NT NT NT NT NT NT NT NT NT NT NT －

Y（GPセンター） ＋ ＋ ＋ －

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
A ― ― ― S .Virchow － NT NT NT ― NT ― ― S . Infantis NT

S . Infantis S . Infantis
S . Mbandaka S . Mbandaka S . Mbandaka

S. Braenderup S. Braenderup S . Braenderup
S .Corvallis

H ― ― ― ― ― ― ― ― NT NT S . Saintpaul NT NT NT
S. Braenderup S. Braenderup

S . Tennessee
S . Cerro S . Cerro S . Cerro S. Cerro

L ― ― ― ― ― NT NT NT ― S . Enter it idis ― NT NT NT
Q ― S . Infantis ― ― ―
R ― S . Cerro ― ―
T ― ― S . Hadar

S . Liverpool
S. Agona S. Agona S. Agona
S . Derby
S . Orion S . Orion S . Orion

S  . Cerro
W S. Senftenberg

S. Infantis
S . Mbandaka ―

S . Braenderup S . Braenderup S. Braenderup

D

U

Y

K

NT ―― ― ― ―

― NT ―― ― ―

― ―
O4

(HUT)

―

－：分離されず

NT：実施せず

HUT：H型別不明

空欄：廃業図1：分離サルモネラの血清型

表3：各材料からのサルモネラ分離率

床
集卵
ベルト

換気扇 前室 盲腸便 壁 ネスト 給餌器 給水器
生産卵
(鶏卵）

GP

調査検体数 357 153 128 3 282 144 101 137 125 306 79

分離率 12% 7% 5% 33% 6% 1% 0% 1% 2% 0% 5%


